
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１、【開催日時】 平成２７年９月１３日（日）午前１０時～午後３時 

２、【開催場所】 小樽市天神２丁目 奥沢水源地 講演会：かもめ亭 

３、【参加者】   約２０２名 

４、【開催スケジュール】  

      ９月１０日～１２日       植樹準備作業 

      ９月１２日 午後６時～８時   意見交換会 

      ９月１３日 午前１０時～１１時３０分  講演会 

            午後１時～３時       植樹祭 

５、【植樹本数】 ２０００本  

６、【植樹品種】 ミズナラ、イタヤカエデ、（別紙） 

 

 

 

【詳細報告】 

 今回の植樹開催場所は一昨年から行っている水源地にて本年で３回目となる。一

昨年、昨年と植樹した場所の隣接した土地を８月からマウント造成に入り、会員に

よる雑草の排除、土壌の掘り返し、植樹の区画割等の作業やマウント形成を行う。

この場所は傾斜地で、石も多く、植樹のマウント形成には大きな手間のかかる場所

である。小樽は平地が少なく市の大部分が傾斜地となっているので植樹場所のこの

ような状況の場所が多い。 

 開催日三日前の９月１０日より役員を中心に会員が本格的は植樹祭開催に向けて

の作業に入る。 １０日～１２日の３日間で苗分け、植樹備品の配置、敷き藁等の

配置を行う。不安定な天候に悩まされながらも当会員はじめ、（一社）小樽青年会議

所、まじぇる会などの応援をもらい連日２０名程度の人員を確保し作業にあたる。 

 今回の苗は当会で育てたもの、近隣地域で育てていただいたもの、買い入れたも

のを含め２０００本を用意した。 

 開催日前日の１２日、講演会と植樹指導を行ってくださる横浜市立大学特命教授

藤原一繪氏に来樽いただき、現地視察の後、当会会員及び関係団体、植樹祭参加者

含め計４２名との意見交換会を開催、参加団体の方々に植樹祭に向けての意気込み

を語っていただくと共に、植樹の意義についての意見交換がなされた。 

 翌１３日午前８時に現地に会員はじめサポートをして下さる谷会長始めとするま

じぇる会会員の方々が集合し、現地の最終準備を行い、８時３０分より藤原教授に

よる植樹指導、リーダー研修が１時間にわたり行われた。 

 午前１０時より別会場の政寿司かもめ亭において参加者４２名で藤原教授による

世界の自然環境と植樹の現状についての講演が９０分行われる。講演会終了後送迎

バスにて現地に移動。植樹祭のみの参加者含め約２０２名で２０００本の植樹が午



後１時より開催される。開催場所には国土緑化推進機構、毎日新聞社の共催によ

る、緑化運動のパネル展が開催され、参加者各々がパネルに見入っていた。 

今回は藤原教授の指導を受けたリーダーが各班に３名つき、9 つの区画が作られ

た。 開催式で千年の森理事長中村全博の挨拶に続き後志振興局局長、小樽市長、

毎日新聞社北海道支社長、（公社）国土緑化推進機構小林募金業務部長等ご来賓の挨

拶があり、藤原教授の植樹指導が行われたのち、各班に分かれ植樹がなされた。朝

からの雨も止み参加者は一本一本丁寧に植樹をしてくださっていた。植樹の後それ

ぞれの班で敷き藁がマウントの上に敷かれ風などで飛ばぬよう縄でしっかりと保護

され植樹が終了。各班自分たちの植えたマウントの前で記念写真を撮り、全てのプ

ログラムが終了した。約２時間にわたっての植樹祭は午後３時頃に終了し、参加者

は各々植樹の感想を述べつつ解散した。 参加者が帰ったのちスタッフで撤収作業

がなされすべての作業が終了した。政治の世界では近年経済や国防の議論は熱心だ

が京都議定書の事はもう風化してしまったのだろうか。世界はもとより日本におい

ても異常気象が原因と言える大災害が頻繁に起こっている。この自然環境の変化に

よる災害は、結局は人間のエゴの結果であり自らが引き起こしたものと言えるので

はないか。私たちは今こそ自然との共生の道を切り開いていかなければならないの

ではないか。これからもこの植樹祭を通して少しでも多くの方にいのちの森の意義

を伝えていきたいと思う。 

【事前準備 ～９月 12 日】 

 平成 27 年 9 月 10 日、今年も「北海道千年の森」の植樹祭のスタートだ。先日まで

天気は上々の予報だったのに颱風の影響で数日雨模様の予報に変わった。この日から

始まった植樹の準備に市川専務理事から参加する会員に「雨降りだが頑張ろう」とい

うメールが送られる。 

 今年の植樹の準備は曇り空を見上げ小降りの雨の中での作業となった。青年会議所

のメンバーに千年の森の会員が参加し、予定通り縄作り、マウンドのくい打ち、苗分

配、敷き藁の配置、水槽の水や備品の準備と少人数で黙々と働いていた。 

 前日はまじぇる会のメンバーが加わって大きな戦力となる。会場が急斜面で軽トラ

ックが降りていけず苗設置には苦労がともなう。 

 

 

【意見交換会 ９月１２日 18：30】 

 恒例の意見交換会は植樹祭の前日 12 日 18 時半から政寿司大ホールで開かれた。

市川専務の司会でまず中村理事長の挨拶で始まった。中村理事長のいつもの笑顔で嬉

しそうにローマ法王が自然界の危機を告げ、植樹の重要さを世界にアピールしたこと

を話された。ローマ法王の自然への回帰は宗教界に大きな影響を与えることだろう。 



 

 続いて藤原先生のご挨拶は、毎年植樹を続ける【北海道千年の森】を賞賛され、小

樽から世界への発信を期待した挨拶だった。 

 開宴に入りまず小樽青年会議所副委員長の蒲澤さんが明日の植樹祭の成功を祈っ

て乾杯する。たちまち政寿司の料理を目の前にして賑やかに懇親の輪が広がる。今年

もまじぇる会の皆さんが大勢参加された。いつものことながら、この熱意には感謝す

る。このエネルギーの源は宮脇昭先生の植樹に対する情熱から生まれたのだろう。宮

脇先生の姿の無いことが一抹の寂しさを感じる。懇親会が自己アピールの場となった。

まず顧問の中村ひろゆき衆議院議員秘書の川仁氏から始まる。中村代議士が安保法案

の審議で出席出来ないことを述べ、この植樹祭をどんなにか楽しみにしていたことと、

大きな期待を寄せていること、更には全面的に協力したい旨を語っていた。 

 

 毎日新聞社山本部長は明日の植樹祭には北海道支局長の吉野理佳氏と一緒に参加

すると報告。毎日新聞と宮脇先生の出会いがなかったら、この植樹や懇親会の世界は

無かっただろう。小樽においては毎日新聞社に感謝の気持ちでいっぱいだ。地球の命

を守ることこそが未来の子どもの命を守ることだという理念を貫いて、社会の公器と

して新聞社の使命を果たしてくれる毎日新聞社に敬意を表する次第である。共にご来

樽頂いた国土緑化推進機構の小林部長はみどりの募金の意義に加え、全国で植樹活動

されている団体への熱き思いを語られ、長きにわたり応援頂いている責任を実感した。 

 

 

 

今年も道内外からの参加された人達がいる。まず今年で二年目を迎える千歳「どん

ぐりを育てる会」本宮輝久会長さんだ。恵庭からいらした会員で桜を植える会の松下

さんと前に立ち、本宮さんは千歳の植樹の経緯を述べると同時に、今年は 9 月 26 日

に千歳２回目の植樹を行うことをアピールする。本宮さんは千歳市議会の議長をなさ

った方で、この懇親会で小樽市議会議長横田さんと同席し旧交を温めたていた。 

北海道千年の森は名前の通り北海道各地へ植樹の輪が拡がっていくことを願って



いるだけに、千歳での植樹会の成功を心から祈念したい。 

 小樽市市議会議長の横田さんは多忙な中を駆けつけて下さった。いつもながら体を

張っての仕事ぶりをこの千年の森に対しても見せてくださる貴重な人物だ。毎回、東

京から参加する安西さんに浦田さんは、小樽での第一回目からの参加者だけに「今年

もやってきました」の言葉通り、すっかり小樽になじんだ挨拶だった。続いてまじぇ

る会のメンバーが勢揃いする。会長の谷さんを中心に河野さん、田村さん、室崎さん、

鈴木さん、菅沼さんと嬉しい顔で並んでいる。これを最後と思って毎年参加していま

すという高木さんは高齢と思えない若さで来てくれる。室崎さん 3 本の「き」の話に

興味が湧いた。確かに同じ「き」でも【早起きの気】は健康の元であり、【短気】は人

関係を破壊する。いろいろと「気」を考えて見ると面白い。まじぇる会は今年初めて

の小樽にきてくれた会員の福岡さんも含め総勢 10 人の大部隊だ。小樽の食べ物の美

味しさに誘われてという言葉に同感すると共に、まじぇる会の応援が小樽の植樹に大

きい力となっていることにあらためて実感する。 

この懇親会場の政寿司さんは小樽寿司や通りの老舗で、今や東京銀座と新宿にお店

を広げて正に全国区の知名度になっている。これは牽引力の中村社長の明るさと仕事

に対する情熱と努力の証であろう。今年も神戸から保育園を経営し、園児にも植樹を

体験させことに意義を感じている井塚さんが友人を連れ来てくれた。昨年も小樽の植

樹に来てくれているが今年は仰さんをお連れしての参加である。子どもを愛する素晴

らしい方達だ。植樹をした木の成長とともに園児の心の成長も期待できるようだ。小

樽の職場を代表するような熊沢歯科クリニックの皆さん、明日は 20 名の参加者とい

う。毎年の参加で心強さを感じる。 

 この植樹祭の縁の下の力持ちの青年会議所のメンバーは、いつもながら若々しく、

頼もしい顔ぶれだ。代表して蒲澤副理事長の挨拶だ。地域の活性化を願い、その根源

となる地域の宝物探しをしている青年会議所が未来の子ども達の幸せに為に様々な

取り組みをしている。その一つに植樹があることを語っていた。毎年のように頼もし

い結束力でよく頑張ってくれる。 懇親会も終わりに近づき中締めの乾杯は副理事長

の山川隆氏だ。懇親会の途中からこの植樹会のシュプレシコールとなった名前三回叫

びをしてから、突然天照大神の話となった。日本の皇室とわが日本民族の祖先神であ

らせられる天照大神は太陽のことである。太陽は全ての自然に命を与えて下さる。そ

の自然の恵みを頂いて私達は生きている。私達の祖先は朝夕お日様に感謝し自然と調

和して暮らしてきた。いつしかその魂を失い、それが気候変動を起こし、異常気象と

なって人類の滅亡を警告している。今こそ地球の命を守るために自然の森を造ろう。

そのために植樹をしようと熱く語る。 

そして明日の北海道千年の森植樹祭の成功を祈って乾杯をしたのだった。 

 

 

 

 

 

 

【植樹祭当日 ９月１３日】 



昨日まで雨だった。朝６時目を覚ます。雨が気になる。おそるおそる茶の間の窓を

開けて外に手を出す。降っている。無情にも小さな粒の雨が降っていた。これまで北

海道千年の森プロジェクトの植樹祭は７年間晴天続きだったのに・・・・。８年目に

して、このジンクスが破られたと思った。 

 

 

 

 

【リーダー研修・講演会 ９月１３日】 

朝 8 時から準備・リーター研修のため会員が植樹祭の現地に集合し、幟や誘導看板

の設置やマウントの微調整など最終準備を行い、8 時半から藤原先生の指導によるリ

ーダー研修。本日の植樹は 9 班で各班 3 名のリーダーを予定している。1 時間に及ぶ

植樹指導の後、10 時から行われる講演会のかもめ亭へ全員で移動。43 名の参加のも

と藤原一繪先生の世界の自然環境と各国での植樹の取り組み、またその効果について

の講演がなされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 雨は講演会の間、休み無く降っていた。時々雨粒が大きくなる。雨風になったらど

うするのだろう。雨合羽を着ての植樹になるのだろうか？ 

昨日の水源地の準備の点検では藤原先生は雨合羽を着ていた。多少の雨なら続行す

る決意だろう。それに東京からまじぇる会のメンバーが大勢来ているのだから・・・。

これまで雨で心配をすることがなかっただけに対処の仕方を苦慮することになるの



だろう。降り止まない雨に心配ばかりが先に行く。 

講演会が終わって講演会参加者一同送迎バスにて水源地の現地に向かった。車のワ

イパーがわずかに水滴をはね散らす。朝よりは弱めにはなっている。大丈夫かな・・・。

少し希望が湧いてくる。水源地に着いて車から降

りると雨が降っていない。空を見上げる。空に明

るさが戻ってきた。これなら大丈夫か！奇跡が起

こるのか・・・。 

 現地では開会式の準備万端整ってテントには

市川さんが悠然と座っている。まるで雨の心配な

どなかったように・・・。中村理事長の喜びの笑

顔が浮かんでくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開会式】 

 植樹会場へ講演会を終えた人達が乗用車とバスでやってくる。会場には恒例の政寿

司特大おにぎりが待っていて空腹を満たしてくれる。テントの受付で胸に付けるネー

ムをもらう。一般の参加者も続々やってくる。今年の参加者は 202 名となった。 

 

毎年参加する団体は

【小樽信金・北海道

銀行・北陸銀行・北海

道ガス・小樽ロータ

リークラブ・政寿司・

熊沢歯科クリニッ

ク･北海道中央バス･

小樽野草の会・リコージャパン】等である。個人参加も２６名を数え、子ども達から

高齢者までとなる。参加者の中には今年初めて参加者もいる。正面にはトラックが舞

台の代わりになって、それぞれに植樹の服装をした参加者が椅子に座って開会式を待

っている。会場には北海道千年の森の旗がたなびき植樹の機運を盛り上げる。 



 

 開会式は中井副理事長の司会で始まった。

中村理事長の挨拶は雨が上がって陽射しも

感じる天候に感謝し、世界の宗教家ローマ法

王を中心に自然保護に立ち向かった世界の

植樹に対する動向を話されて一緒に頑張ろ

うと明るく元気を誘う挨拶だった。続いて来

賓の紹介が始まった。 

北海道後志総合振興局藤本彰人局長、衆議院議員中村ひろゆき氏の秘書の川仁氏、

前道会議員佐藤ただひろ氏、毎日新聞社北海道支社支社長吉野理佳氏、小樽青年会議

所副理事長勘澤貫太郎氏、（公社）国土緑化推進機構募金業務部長小林栄昌氏、株式会

社ニトリ北海道応援基金顧問木村幸雄氏、小樽ロータリークラブの前会長坂田氏、ま

じぇる会会長谷衞氏を始め会員の紹介が終わったが、ハプニングとして小樽市長森井

秀明氏を司会が紹介を失念も、会場のあたたかい笑いで事なきを得た。 

来賓の祝辞をいただく、初めは北海道後志総合振興局局長橋本彰人様だ。行政の立

場から北海道千年の森の植樹活動を賞賛し、全面的に協力していきたいとの力強い挨

拶だった。 

 

 

次に小樽市長森井秀明氏だ。今年４月に市長に当選したばかりだ。まだ 42 才の若

さもあって市議会の運営に苦慮している中での出席だ。森井市長は伝統ある緑の木々

に囲まれた水源地に植樹をする意義を大いに評価し無事成功することを願っての挨

拶だった。続いては植樹祭にご共催頂いている毎日新聞社北海道支社支社長吉野理佳

氏の挨拶だ。毎日新聞社として全国的に植樹の共催を続けている意義を話されていた。

北海道千年の森の活動は毎日新聞の力で支えられている。又長年に亘り特別後援、助

成を頂いている（公社）国土緑化推進機構募金業務部長小林栄昌氏の挨拶は緑の羽根

募金運動も多くの課題を抱えながらも、これからも助成を続けていきたいと決意を述

べていた。北海道千年の森の活動には資金が必要だ。小樽市内の企業や商店、会員並

びに市民からの寄付によって植樹が続けられているのだ。この資金面で全面的に応援

して下さっているのが株式会社ニトリだ。社会貢献として助成金を多方面に援助して

いるニトリの経営理念に感謝したい。 

 

 

 

 

 



 

【講演会・植樹指導】 

 藤原先生の植樹指導が始まった。藤原先生は

現在横浜市立大学の特認教授であるが植物学

では海外でも素晴らしい実績を残し輝かしい

経歴の教授である。 

「世界の植樹~なぜ木を植えるか？」という

テーマの講演会でも、中国、ネパール、ケニア

での植樹の取り組みを映像を駆使して説明し

て下さった。緑に囲まれた日本とは異質な悪条

件の土地ながら、みんな一生懸命植樹をし、先

生と一緒に写した写真はみんな笑顔で明るく

楽しそうに感じた。特に子ども達の笑顔が印

象的だった。一本一本心をこめて木を植える

ことは未来に希望の木を植えることであり、

木を植え終わった喜びが伝わって来るようだ

った。講演の中で感じたことは、自然の神秘さ

であった。地球を囲む大気圏には微妙なバラ

ンスで二酸化炭素が存在し温室効果ガスとし

て生物の生命を守っていることやオゾン層の

存在など、地球の温暖化が発する要因を分かり

易く解明して下さった。そして我々が今取り組

まなければならない大切なことが植樹である

ことに結論づけられるのであった。 

宮脇方式の継承者である藤原先生は、木の成

長は人間と同じで多くのものが混じり合って

こそ競争し合いたくましく成長するのだと強調していた。 

植樹指導では、まず穴の堀方や大きさ、同じ木をそばに植えてはならないこと、植

えた苗を抑える藁の必要性や縄をくいでしっかり縛ることなどを説明された。 

 

木の名前を覚えてもらうのに小樽市長を始め来賓が次々と登壇し、木の名前を３度

連呼する時は宮脇先生を思い出させてくれた。植樹指導が終わって，リーダーの紹介

が始まった。今年は 10 カ所のマウンドが用意されている。マウンドは荒木副理事長



がしっかりと整えてくれた。その作業中に熊の新しい糞を見つけて緊張したこともあ

ったようだ。班編制は 9 班でリーダーは前方に並んで紹介される。雨の中でのリーダ

ー研修だったがみんな元気で多少の雨には負けない情熱を感じた。いつもの植樹祭で

は苗木を植え終わったあとの閉会式で行う小学校唱歌「ふるさと」の手話を交えた合

唱を開会式で行った。これは植樹会場で中村理事長が披露して恒例となった合唱であ

る。鎮守の森作りを実践している千年の森プロジェクトにふさわしい歌だった。 

 

昨年、千歳の植樹祭でも中村理事長のこの手話が大好評だったという。今年はまじ

ぇる会の室崎さんが手話を会得していたので舞台に中村理事長と二人で指導した。 

【私の大好きな唱歌のアンケート】で一番になった唱歌「ふるさと」は、スペイン生

まれの世界の三大テノール歌手“ドミンゴ”が、東日本大震災で被害に遭った人達を

慰めるためにＮＨＫホールで歌い、感動的なシーンが生まれた歌なのだ。 

 今や唱歌「ふるさと」は、人間と自然を結ぶ歌として、また北海道千年の森の愛唱

歌として参加者全員で水源地の森で歌い上げたのだった。 

 その後参加者全員の集合写真を写した。参加者全員がカメラのレンズに向けて一斉

に「千年の」の言葉を合図に「モリー」と笑顔になっての写真となった。これで開会

式全てが終了した。 

  

【植樹祭】 

今回は２３種、2,000 本広葉樹を植樹する。内 1,400 本はミズナラを中心に私達が

３年間大切に育てたポット苗である。リーダーを先頭にマウンドに向かう。歩きやす

いようにチップを敷いた坂道を下る。マウンドには苗木が種分けされて並んでいる。 

 

藁が山積みとなって、ケースに水が張ってある。小雨の中を準備してくれたのだ。 

朝 8 時半から始まったリーダー研修のマウンドには苗木が植えられ藁が敷き詰め

られて縄でしっかりと抑えられている。水源地は今年で３回目、昨年と一昨年のマウ

ンドにはそれぞれに苗木の生長がみられる。ただ藁の隙間から雑草が伸びてマウンド

一面にはびこっている。雨の心配も忘れて植樹が始まる。今年は雨のお陰で苗が水を

含んでいて、水槽の水に苗を入れる作業は割愛される。毎年植樹をしている人達は手

慣れた作業で仕事を始める。今年初めての人は作業の様子ですぐわかる。 



 

 

 

リーダーと数人の人がまず苗木をマウンド一面に並べている班もある。初心者が多

い班なのだろう。きれいに並べ終えると一斉に植樹にかかる。今年のマウンドは傾斜

が緩く作業がしやすい。これまで 7 年間植樹をしてきた実績が今年の作業にも表れて

どの班も順調に作業が進む。 

 

 

 

全て作業を終えた班から立て札に名前を書き込む。写真班がやってくる。班ごとの

記念撮影だ。【千年の森～～～】の言葉で笑顔が拡がる。 

今年の植樹祭も終わりが近づく。三々五々帰る姿は満足感に溢れて、疲れなど吹っ

飛ぶようだ。ふと見るとまじぇる会の人達が最終点検の作業をしている。この熱意が

会を存続させているのだと頭が下がる思いだ。 



 
 

 

参加者が帰ったのちまじぇる会のメンバー、小樽青年会議所メンバーとともに、後

片付けを開始、植樹はその準備と撤収が大変な労力となる。今回も若い力を借りてス

ムーズな撤収作業がなされた。植樹祭を支える縁の下の方々に心からの感謝である。 

政治の世界では経済や国防などの議論は熱心だが、京都議定書のことはすっかり忘

れられているようだ。近年の自然環境の変化による大災害は誰が引き起こしているの

か、それは結局の所、人間のエゴの結果ではないだろうか。私たち人間は今こそ、こ

の植樹を通して自然との共生の道を切り開いていかなければならないのではないだ

ろうか。 

宮脇先生が体調を崩されたと心配していたが、藤原先生が見事に重責を継がれて植

樹が続けられていく。9 月 26 日は千歳で「ふるさとの木によるふるさとの森づくり

2015」が開催される。【千歳どんぐり会】会長の本宮輝久氏は、小樽の千年の森を兄

さんと呼び、千歳のどんぐり会を弟と呼ぶ。嬉しい兄弟の誕生だ。これからも兄弟仲

良く緑の森づくりに邁進したい。 

 今年も北海道千年の森の植樹祭が成功裡の内に終わった。藤原先生始め、たくさん

の関係者の皆さん、参加者の皆さんに心から感謝申し上げたい。今年の反省として日

程の関係で市内各所でのイベントが開催されており、子ども達の参加が少なかったよ

うな気がする。来年は小樽市内の学校にもっと力を入れ働きかけ、植樹に参加しても

らおうと感じた。 

 

 

 

 



種類別 種名 割合 本数 2015 

高 木 ミズナラ 40% 792 

  ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ 11% 214 

  トチノキ 7% 142 

  キタコブシ 4% 70 

  ﾊｸｳﾝﾎﾞｸ 4% 70 

  オニグルミ 3% 60  

  ｵｵﾔﾏｻﾞｸﾗ 3% 55 

  ホオノキ 3% 50 

  ｳﾗﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 3% 50 

  アズキナシ 3% 50 

  ミズキ 3% 50 

  ハルニレ 3% 50 

  アオダモ 2% 40 

  ナナカマド 2% 37 

  ｲﾇｴﾝｼﾞｭ 2% 30 

  ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 2% 30 

  ヤマモミジ 2% 30 

  シナノキ 2% 30 

  

● 高木 

小計 93% 1850 

中・低

木 ｵｵｶﾒﾉｷ 2% 40 

  ノリウツギ 2% 40 

  ガマズミ 2% 30 

  マユミ 2% 30 

  ｴｿﾞｱｼﾞｻｲ 1% 10 

  

●中・低木 

小計 8% 150 

  
100% 2000 
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